
駐車場が十分ありません。ご協力をお願いします。

◇居宅介護支援事業所
◇訪問リハビリテーション
◇訪問看護ステーションにじ
◇訪問介護ステーション
◇配食サービス
◇健康づくり
◇介護予防運動教室

介護事業など医誠会診療所 診療体制表

お問い合わせ ☎ 921-0661

月 火 水 木 金 土

午　前
（予約制）
9:00～12:30

1診 高木（内科） 高木（内科）  堀 （内科） 高木（内科） 高木（内科） 川上（内科／第1・3週）

池原（内科／第2・4週）

2診 大山（内科） 休診 大山（内科） 小林（整形
外科） 大山（内科） 休診

午　後 【往診】 休診 【往診】 【往診】 休診
第1・3週

【往診】

夜　間
18:00～20:00 福井（内科） 休診 休診 大山（内科） 福井（内科） 休診

https://www.otokuni-hcoop.com/
Eメール：info@otokuni-hcoop.com

乙訓医療生協の
ホームページ

アクセスはこちらから ▼

題字／蔡　東隆先生

No.241  2026. 5. 1（隔月発行）
乙訓医療生活協同組合

８月15日、16日はお盆休業です。
12月29日～１月３日は年末年始休業です。

地域まるごと健康まつりでの職員によるハンドベル演奏

•  発熱やかぜ症状（鼻水・せき・下痢など）のある方は、電話でご相談の上、 
受診してくださいますようお願いいたします
•  午前は時間予約制です。夜間診療は予約優先制です
•医療生協組合員さんを対象に、午前中のみ送迎サービスがあります。窓口で相談してください

P. 2～ 4 地域まるごと健康まつり
P. 5 組合員総代決定のお知らせ



擬
店
が
出
店
し
ま
し
た
。
10
支
部
か
ら
う

ど
ん
、
カ
レ
ー
、
皿
う
ど
ん
、
ち
ら
し
寿

司
、
豚
汁
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
ぜ
ん
ざ

い
、
ラ
ス
ク
と
コ
ー
ヒ
ー
の
模
擬
店
と
ミ

ニ
バ
ザ
ー
が
。
他
団
体
か
ら
は
新
婦
人
の

バ
ザ
ー
、
園
芸
サ
ー
ク
ル
の
野
菜
販
売
、

原
発
の
会
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
11
時
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
お
目
当
て
の
ブ
ー
ス
に
。

早
々
と
完
売
し
た
ブ
ー
ス
が
あ
る
中
、
売

れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
ブ
ー
ス
も
。
テ
ン
ト

の
張
ら
れ
た
休
憩
所
で
は
、
お
で
ん
や
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
う
ど
ん
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
談
笑
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
健

康
ま
つ
り
に
は
欠
か
せ
な
い
模
擬
店
で
し

た
。

（
髙
木
）

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
輪
な
げ
に
歓
声
と
拍
手

11
時
か
ら
診
療
所
の
待
合
室
が
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
工
作
、
折
り
紙
、
輪

な
げ
の
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
紙
コ
ッ
プ
と
糸
で
ブ
ン
ブ
ン
回
る

風
車
や
翼
の
折
り
方
を
変
え
る
と
鳥
に
な

る
飛
行
機
づ
く
り
。
折
り
紙
で
鶴
や
花
や

動
物
を
つ
く
っ
た
り
切
り
絵
に
絵
を
描
き

お
菓
子
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
輪
な
げ
コ
ー
ナ
ー
で
は
点
数
の
ち
が
う

ポ
ー
ル
が
林
立
す
る
板
に
輪
を
投
げ
、
入

る
と
歓
声
と
拍
手
が
起
き
ま
す
。
ベ
ビ
ー

カ
ー
か
ら
投
げ
る
小
さ
い
子
も
。
ス
タ
ッ

動
は
多
種
多
様
で
す
が
往
年
の
そ
の
人
の

人
生
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
。
残
さ
れ
た
能
力
を
生
か
せ
る
暮
ら
し

と
介
護
は
重
労
働
で
１
人
の
頑
張
り
で
乗

り
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
生
協
が
す
す
め
る
地
域
の
健
康
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
な
か
で
助
け
助
け

ら
れ
る
共
同
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
井
月
）

模
擬
店

　
天
候
に
恵
ま
れ
︑大
賑
わ
い
の
模
擬
店

　
コ
ロ
ナ
後
の
健
康
ま
つ
り
は
過
去
２
回

天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

は
晴
天
の
予
報
で
準
備
も
万
全
に
13
の
模

査
で
は
脳
の
萎
縮
が
進
行
し
細
胞
破
壊
は

20
年
以
上
前
か
ら
変
化
す
る
そ
う
で
す
。

　
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
や
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
経
験
か
ら
、
本
人
に
寄
り
添
い

少
し
で
も
長
く
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
否
定
し
な
い
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
で
専
門

職
の
手
を
借
り
、
地
域
の
人
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
週
１
回
の
天
王
山
ハ
イ
キ

ン
グ
は
ご
機
嫌
で
し
た
。「
も
の
わ
す
れ

が
ひ
ど
い
」
と
本
人
が
書
い
た
紙
切
れ
が

２
枚
も
有
り
涙
で
す
。

　
７
割
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で

ま
だ
予
防
や
治
療
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
80
歳
後
半
で
３
人
に
１
人
、
90
歳
に

は
２
人
に
１
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。
発

症
か
ら
10
年
が
平
均
余
命
、
病
に
よ
る
行

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

演
奏
も
あ
い
さ
つ
も
心
を
わ
し
づ
か
み

　
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
職
員
に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
。
曲
目
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音

楽
の
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲
︽
四
季
︾
よ

り
「
春
」。
す
て
き
な
演
奏
で
ほ
っ
こ

り
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
要
望
に
も
応
え
て
、

西
城
秀
樹
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲「
Y
M
C
A
」

で
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
佐
藤
理
事
長
は
「
医
療
生
協
の
事
業
と

運
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
組
合
員
や
地
域

住
民
の
方
と
つ
な
が
り
の
輪
を
広
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
、
続
い
て
４
月

か
ら
医
誠
会
診
療
所
の
所
長
に
就
任
さ
れ

る
高
木
幸
夫
医
師
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。
き
さ
く
で
丁
寧
に
話
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
期
待
の
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

（
新
堀
）

認
知
症
家
族
介
護
の
お
は
な
し

　
　
専
門
職
と
地
域
の
人
と
の
協
力
で

　
ホ
ー
ル
で
の
講
演
は
、
大
山
崎
支
部
組

合
員
の
「
認
知
症
の
夫
と
と
も
に
」
と
題

し
て
発
症
か
ら
日
々
進
行
す
る
症
状
と
対

応
介
護
を
追
い
な
が
ら
の
話
で
し
た
。

　
は
じ
め
は
好
き
な
囲
碁
会
に
行
か
な
く

な
り
、
も
の
忘
れ
や
帰
り
道
が
分
か
ら
な

い
な
ど
介
護
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
検

　３月15日（日）地域まるごと健康まつ
りが医誠会診療所で開催され、職員による
ハンドベル演奏で華やかに幕を開けました。
天候にも恵まれ、来場者は約300人にのぼ
りました。
　今年は、新たに向日市から後援をいただ
いたほか、協賛広告を募るなど、これまで
にない取り組みにも挑戦しました。その成
果もあり、イベントは大いに盛り上がりま
した。
　また、昨年よりも多くのお子さんが来場
され、皆さんから元気をもらえる温かい時
間となりました。

  地 域  地 域
まるご

と
まるご

と 健康まつり健康まつり健康まつり
● 参加者 ●

　認知症家族介護のおはなし　80人

　子どもコーナー　　　　　　20人

　健康チェック・体力測定　　55人

　子ども無料ポップコーン　　45人以上

高木幸夫医師

3 2青い空　2026年 5 月号 青い空　2026年 5 月号



乙
訓
医
療
生
活
協
同
組
合

総
代
選
挙
管
理
委
員
会

�

委
員
長　
藤
田
育
男

第
１
選
挙
区
：
向
陽
東
向
日
支
部

�

定
数
　
17
人

浅
倉
静
代
／
薄
田
暁
子
／
大
迫
啓
子
／
太

田
久
仁
夫
／
岡
田
み
ち
る
／
川
上
明
弘
／

川
上
清
美
／
地
海
香
代
子
／
中
川
郁
子
／

能
勢
喜
久
次
／
林
富
佐
子
／
藤
田
千
賀
／

増
田
康
夫
／
水
谷
和
夫
／
村
山
晃
／
森
下

総
子
／
森
安
美
和
子

第
２
選
挙
区
：
向
陽
西
向
日
支
部

�

定
数
15
人

井
上
禮
子
／
大
石
一
光
／
小
林
登
代
／
齊

藤
美
保
子
／
鈴
木
文
章
／
髙
木
春
男
／
玉

城
勝
子
／
玉
木
洋
子
／
長
理
恵
子
／
中
山

多
恵
／
西
村
律
子
／
橋
本
陽
子
／
松
居
正

利
／
山
﨑
安
子
／
山
本
朝
栄

第
３
選
挙
区
：
２
向
支
部

�

定
数
　
９
人

小
野
留
美
子
／
木
田
宏
司
／
北
林
重
男
／

君
島
渉
／
多
田
久
美
子
／
三
宅
美
幸
／
村

井
文
枝
／
山
口
秀
治
／
山
本
氏
惠

第
４
選
挙
区
：
３
向
支
部

�

定
数
　
13
人

安
部
袈
次
／
岡
敏
明
／
門
野
三
郎
／
清
原

巳
治
／
香
山
義
輝
／
佐
伯
和
則
／
鈴
木
千

賀
子
／
竹
内
克
年
／
田
中
洋
子
／
中
村
と

も
子
／
西
田
佐
知
子
／
山
口
正
／
由
良
緑

第
５
選
挙
区
：
４
向
支
部

�

定
数
　
13
人

阿
部
美
恵
子
／
生
路
彰
／
大
志
万
幸
久
／

風
間
成
美
／
勝
見
進
／
北
川
常
男
／
木
元

富
士
子
／
坂
口
保
／
重
本
信
子
／
中
川
千

恵
子
／
中
武
治
光
／
平
田
千
代
美
／
松
本

圭
三第

６
選
挙
区
：
５
向
支
部

�

定
数
　
10
人

宇
野
迪
男
／
岡
本
幸
男
／
小
林
達
三
／
佐

藤
新
一
／
菅
野
照
子
／
千
田
勉
／
新
木
本

眞
二
／
西
井
雄
二
／
昼
神
猛
文
／
山
本
祥

治
第
７
選
挙
区
：
６
向
支
部

�

定
数
　
20
人

池
上
弘
子
／
板
倉
洋
子
／
井
月
喜
八
郎
／

伊
藤
憲
一
／
稲
本
咊
／
今
井
富
江
／
榎
本

史
香
／
岡
谷
雅
美
／
岡
庭
美
恵
子
／
小
黒

明
紘
／
川
上
洋
子
／
木
村
千
栄
子
／
丹
野

か
ほ
る
／
千
脇
正
子
／
永
矢
眞
澄
／
橋
本

あ
け
み
／
福
井
と
も
み
／
牧
井
美
重
子
／

南
哲
也
／
森
下
美
智
子

第
８
選
挙
区
：
西
京
支
部

�

定
数
　
22
人

東
憲
一
／
足
達
宗
凡
／
市
川
弘
子
／
一
ノ

尾
照
江
／
遠
藤
綾
子
／
岡
本
昌
子
／
川
瀬

博
／
久
野
ま
ゆ
み
／
駒
井
雅
子
／
齋
藤
信

男
／
坂
下
三
良
／
阪
本
逸
子
／
澤
秀
子
／

田
坂
靖
子
／
鳥
木
叔
江
／
長
谷
川
と
も
え

／
畑
中
辰
也
／
服
部
真
貴
子
／
松
岡
章
代

／
水
野
晃
／
湊
高
広
／
幸
ひ
ろ
子

第
９
選
挙
区
：
長
岡
京
支
部

�

定
数
　
22
人

足
立
將
晃
／
石
村
侔
／
植
木
良
一
／
江
口

美
佐
子
／
金
子
和
代
／
川
﨑
妙
子
／
倉
田

悠
生
／
小
林
繁
代
／
小
森
悦
子
／
新
庄
耐

子
／
中
川
多
美
子
／
中
村
歩
／
中
村
泰
子

／
平
塚
洋
子
／
廣
垣
栄
治
／
福
井
京
子
／

三
上
和
子
／
三
木
節
子
／
山
内
民
子
／
山

口
孝
子
／
山
中
洋
子
／
脇
田
暢
子

第
10
選
挙
区
：
大
山
崎
支
部

�

定
数
　
５
人

赤
尾
三
智
郎
／
池
田
廣
子
／
立
野
高
行
／

福
田
信
二
／
渡
辺
丈
俊

第
11
選
挙
区
：
そ
の
他
地
域

�

定
数
　
８
人

赤
塚
賢
一
／
大
田
千
恵
子
／
大
松
美
樹
雄

／
加
藤
圭
子
／
金
児
恵
美
／
河
本
卓
一
郎

／
佐
々
木
保
幸
／
平
尾
美
穂

�

以
上
1
5
4
人

2
0
2
6
年
度
及
び
2
0
2
7
年
度

組
合
員
総
代
決
定
の

�

お
知
ら
せ

２
０
２
６
年
４
月
３
日
に
開
催
し
た
総
代
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
、

以
下
の
皆
さ
ん
を
組
合
員
総
代
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
50
音
順  

敬
称
略
）

フ
の
み
な
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。�

（
清
原
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
力
測
定

　
　
　
　
健
康
へ
の
関
心
高
ま
る

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
力
測
定
は
今
年
も

大
人
気
。
今
年
は
70
代
以
上
が
48
人
で
、

昨
年
に
比
べ
男
性
の
参
加
者
も
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

握
力
・
立
ち
上
が
り
・
開
眼
片
足
立

ち
・
長
座
前
屈
に
骨
密
度
測
定
・
血
管
年

齢
を
み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
に
受
け
て
い
ま

し
た
。
昨
年
の
健
康
ま
つ
り
で
体
験
さ
れ

た
方
も
多
く
「
去
年
よ
り
体
力
が
な
く
な

っ
て
い
る
」「
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
」
の
声
も
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
自
分
の
今
の
状
態
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
は
、
主
催
し

た
健
康
づ
く
り
委
員
会
の
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
は
看
護
師
か
ら
の
結
果
説
明

で
、
み
な
さ
ん
ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
の
相

談
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

（
上
原
）

わ
ー
い  

当
た
っ
た 

　
　
大
盛
り
上
が
り
の
抽
選
会

　
す
べ
て
の
コ
ー
ナ
ー
が
終
了
と
な
り
、

13
時
か
ら
模
擬
店
会
場
に
て
眞
柄
看
護
師

長
の
進
行
で
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
連
れ
も
多
く
、
子
ど
も
が
当
選
し
て

大
喜
び
。
職
員
も
当
選
し
て
拍
手
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
４
等
か
ら
１

等
、
最
後
は
理
事
長
賞
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
理
事
長
か
ら
当
選
者
へ
商
品
の
ク
オ

カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
事
故
も
な
く
盛
況

だ
っ
た
健
康
ま
つ
り
は
、
上
西
専
務
の
挨

拶
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。�

（
水
野
）
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︻
１
月
度
の
経
営
状
況
︼

　
事
業
収
益
は
２
２
０
７
万
円
、
予
算
差

▲
３
３
３
万
円
で
し
た
。

　
医
療
収
益
の
減
収
が
大
き
く
、
予
算
差

▲
１
２
６
万
円
。
予
防
接
種
は
増
収
・
予

算
超
過
も
、
在
宅
診
療
の
減
少
傾
向
は
変

わ
ら
ず
、
予
算
乖
離
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
介
護
収
益
は
、
ど
の
事
業
も
予
算
に
届

か
ず
、
収
益
達
成
率
は
今
期
最
低
で
し

た
。
入
院
や
死
亡
が
あ
り
稼
働
率
が
低
迷

し
て
い
ま
す
。
全
体
で
予
算
に
対
し
▲
１

９
６
万
円
と
大
き
く
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
事
業
費
用
は
２
６
７
５
万
円
、
予
算
差

▲
１
７
２
万
円
と
未
達
で
し
た
。

　
結
果
、
経
常
剰
余
金
は
▲
４
５
０
万
円

と
大
幅
な
赤
字
、
予
算
に
対
し
１
５
４
万

円
の
不
足
で
し
た
。

︻
協
議
事
項
な
ど
︼

　
診
療
所
新
所
長
の
登
用
、
法
人
組
織
担

当
者
の
人
事
配
置
を
確
認
し
ま
し
た
。
２

０
２
６
年
予
算
は
、
医
師
体
制
変
更
な
ど

に
よ
る
減
収
の
予
想
か
ら
、
ま
だ
大
幅
な

赤
字
の
案
で
あ
り
、
改
善
が
必
要
で
す
。

案
の
見
直
し
を
行
う
事
と
し
ま
し
た
。

︻
２
月
度
の
経
営
状
況
︼

　
事
業
収
益
は
２
０
１
９
万
円
、
予
算
差

▲
５
９
７
万
円
で
し
た
。

　
医
療
収
益
で
は
通
院
外
来
で
大
幅
な
減

収
と
な
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
す
。
診
療
所

所
長
交
代
に
伴
う
代
診
な
ど
、
診
療
体
制

の
整
理
で
患
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
す
。
全
体
で
予
算
差
▲
３
８

６
万
円
と
大
幅
な
未
達
で
し
た
。

　
介
護
収
益
は
前
月
よ
り
収
益
改
善
は
あ

っ
た
も
の
の
全
体
で
予
算
差
▲
２
０
３
万

円
と
大
き
く
未
達
で
し
た
。
新
規
依
頼
の

増
加
が
課
題
で
す
。

　
事
業
費
用
は
２
６
３
４
万
円
、
予
算
差

▲
81
万
円
と
未
達
で
し
た
。

　
結
果
、
経
常
剰
余
金
は
▲
５
７
０
万
円

の
大
幅
な
赤
字
、
年
度
累
計
で
も
▲
１
４

６
９
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
大
変

厳
し
い
年
度
決
算
と
な
る
予
想
で
す
。

︻
協
議
事
項
な
ど
︼

　
常
勤
ケ
ア
マ
ネ
１
人
の
退
職
を
確
認
し

ま
し
た
。
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
新
築

移
転
に
関
す
る
土
地
賃
借
の
申
し
出
へ
の

対
応
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
今
の
経

営
状
況
か
ら
は
銀
行
融
資
が
困
難
で
あ

り
、
賃
借
は
で
き
な
い
旨
、
土
地
の
持
ち

主
に
返
答
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

2
月
理
事
会
報
告

3
月
理
事
会
報
告

日時： 2026年６月21日（日）
午後１時開場
１時30分～４時30分

会場： 大山崎ふるさとセンター
　　　３階ホール
対象： 組合員総代（オブザーバーの参加可）

通常総代会第47回 告
示

な
る
見
た
目
の
問

題
で
は
な
く
、
健

康
全
体
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ス
マ
イ
ル
健
康
サ
ロ
ン
は
知
識
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
正
し
い
「
姿
勢
」
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
例
会
で
は
骨
格
標
本
や
図

を
用
い
て
学
ぶ
と
共
に
毎
回
姿
勢
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
日
の
体
調
や
状
態
に

合
わ
せ
て
、
無
理
の
な
い
体
操
や
動
き
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近
疲
れ
や
す
く

な
っ
た
、
姿
勢
が
気
に
な
る
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
動
け
る
体
を
保
ち
た
い
な
ど
の

解
決
を
目
指
す
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
指
導
は
姿
勢
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
姿

勢
調
整
師
の
風
間
成
美
さ
ん
。「
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
今

で
き
る
こ
と
」
を
正

し
い
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
長
期

的
な
健
康
維
持
と
生

活
の
質
向
上
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　
元
気
に
歩
き
続
け

る
体
づ
く
り　
簡
単

チ
ェ
ッ
ク
と
体
操
を

一
緒
に
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
男
女
問

わ
ず
大
歓
迎
で
す
。

る
」「
見
た
目
の
印
象
を
良
く
し
た
い
」

な
ど
、
姿
勢
改
善
を
望
む
声
は
年
々
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
姿
勢
の
問
題
は
単

スマイル健康サロン

例　会　当面の予定は下記参照
場　所　  向日市女性活躍センターあすもあ
参加費　無料
問い合わせ 090‐6377‐7114 風間成

しげ み

美

スマイル健康サロン
医 療

生 協 の サークル
紹介乙 訓

　
皆
さ
ん
姿
勢

に
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
姿
勢

の
悪
化
に
悩
む

人
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ

の
影
響
や
運
動

不
足
に
よ
る

「
猫
背
が
気
に

な
る
」「
肩
こ

り
や
腰
痛
が
慢

性
化
し
て
い

4
月
か
ら
所
長
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
高
木
幸
夫
（
た
か
き
ゆ
き
お
）
で

す
。
医
誠
会
診
療
所
と
は
、
縁
が
あ
り
ま

し
て
、
元
所
長
の
津
田
先
生
は
、
同
じ
郷

里
（
石
川
県
）
の
出
身
で
、
高
校
の
大
先

輩
に
な
り
ま
す
。
私
が
学
生
の
頃
、
実
習

に
行
っ
た
の
が
綾
部
協
立
診
療
所
で
、
津

田
先
生
が
所
長
で
し
た
。「
地
域
の
医
療

は
楽
し
い
ぞ
ー
」
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
西
前
所
長

は
、
私
が
研
修
委
員
長
の
時
に
初
期
研
修

医
と
し
て
入
職
さ
れ
、
１
年
間
指
導
医
と

し
て
関
わ
り
ま
し
た
。
医
誠
会
診
療
所
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
も
含
め
て
献

身
的
に
勤
務

さ
れ
て
お

り
、
１
月
か

ら
引
き
継
い

だ
外
来
も
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
予
約
さ
れ
て
い
て

慣
れ
な
い
私
の
た
め
に
多
大
な
待
ち
時
間

が
発
生
し
て
、
恐
縮
の
至
り
で
す
。
今
後

は
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
こ
れ

に
懲
り
ず
に
医
誠
会
診
療
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
私
の
専
門
は
、
総
合
診
療
・
家
庭
医
療

で
す
。
家
庭
医
療
と
は
耳
慣
れ
な
い
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
あ
な
た
の
身
体

に
責
任
を
持
つ
専
門
医
」
で
す
。
全
て
の

健
康
問
題
を
診
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
と
こ
ろ
に
紹

介
す
る
、
紹
介
後
も
責
任
を
持
つ
、
と
い

う
意
味
で
す
。
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
健
康

問
題
に
対
応
し
て
い
き
た
い
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
上
の
関
心
事
に
耳
を
傾
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
診
療
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
の
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
連
で
は
、H
P
H（Health

Prom
oting

Hospitals
and

Healthcare

）が
提
唱
さ

れ
て
お
り
、
通
院
す
る
だ
け
で
健
康
に
な

る
診
療
所
、
組
合
員
に
な
る
だ
け
で
健
康

に
な
る
医
療
生
協
、
住
ん
で
い
る
だ
け
で

健
康
に
な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合

っ
て
診
療
所
づ
く
り
、
生
協
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
こ
ん
な
楽
し
い
こ

と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日　程　いずれも10時～11時30分
●５月８日（金）
　『健康づくりのための姿勢チェック』
　　　～自分の姿勢を知るところから始めましょう～
●６月８日（月）
　『歩ける体は最大の防災グッズ』
　　　～いざという時に動ける体づくり～
●７月８日（水）
　『転ばない体づくり』 ～転倒を防ぐ姿勢と歩き方～

健康になる
まちづくりをめざして

医誠会診療所
所長　高木 幸夫

※時間・場所は予定です。状況に
より変更することがあります。
詳しくは後日お届けする（総代
宛）総代会のご案内をご確認く
ださい。
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き
な
が
ら
気
さ
く
に
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

ま
し
た
。
光
明
寺
到
着
後
、
希
望
者
は
う

ど
ん
屋
に
寄
り
ま
し
た
。「
歩
く
こ
と
は

健
康
に
よ
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な

か
一
人
で
は
で
き
な
い
が
、
み
ん
な
と
一

緒
な
ら
歩
け
る
」

　
こ
の
企
画
は
、
昨
年
の
支
部
総
会
で
の

組
合
員
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
す
。
歩
く

会
が
継
続
し
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
今
後
も
支
部
ニ
ュ
ー
ス
で
歩
く
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
申
し
込
み
な
し
、
現
地
集

合
で
す
。�

（
山
口
）

25
年
度
の
組
合
員
の
つ
ど
い�

�

長
岡
京
支
部

　
年
度
の
最
後
に
「
組
合
員
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
参
加
さ

れ
た
組
合
員
さ
ん
ど
う
し
が
仲
良
く
な
ろ

う
」
と
い
う
目
標
を
た
て
、
参
加
さ
れ
た

た
。
新
組
合
員
の
方
は
都
合
が
合
わ
ず
不

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
原
看
護
師
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
っ
て

な
あ
に
？
」
の
学
習
で
は
、
具
体
的
な
話

に
、
自
分
の
状
態
を
知
り
、
フ
レ
イ
ル
改

善
と
予
防
を
学
び
ま
し
た
。
握
力
測
定
に

よ
る
体
力
の
現
状
と
、
片
足
立
ち
・
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
予

防
は
「
栄
養
、
運
動
、
社
会
参
加
」
で

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
や
日
頃
の
思
い
の
交
流
が
で
き
、
フ

レ
イ
ル
対
策
の
一
助
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
医
療
生
協
と
２
向
支
部
の
組
合
員
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
つ
な
が
り
づ
く
り
は

健
康
づ
く
り
へ
と
広
が
る
と
う
れ
し
い
で

す
。�

（
三
宅
）

歩
く
こ
と
は
元
気
の
源�

�

長
岡
京
支
部

　
３
月
25
日
（
水
）
支
部
歩
く
会
・
参
加

者
10
人
で
光
明
寺
の
南
西
に
広
が
る
里

山
、
子
守
勝
手
神
社
か
ら
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ

池
ま
で
１
時
間
半
ほ
ど
を
歩
き
ま
し
た
。

「
空
気
が
お
い
し
い
」「
犬
の
散
歩
が
て
ら

途
中
ま
で
で
も
～
」「
西
山
天
王
山
か
ら

歩
い
て
き
た
」
等
々
、
こ
ぶ
し
や
椿
の
花

を
眺
め
な
が
ら
、
初
め
て
出
会
う
人
も
歩

方
の
座
り
方
も
グ
ル
ー
プ
で
座
る
よ
う
に

考
え
、
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た

り
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
よ
う
考
え
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
グ
ル
ー
プ
で
自
己

紹
介
」「
グ
ル
ー
プ
で
答
え
る
〇
×
ク
イ

ズ
」
青
い
空
劇
団
寸
劇
「
エ
エ
ッ
ど
う
し

て
薬
が
高
く
な
る
の
？
」「
み
ん
な
で
歌

お
う
（
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
発
表
）」「
お
楽

し
み
福
引
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
ヨ
ガ
」

で
参
加
者
は
65
人
で
し
た
。

　
参
加
の
方
の
感
想
は
最
近
引
き
こ
も
り

な
の
で
お
し
ゃ
べ
り
や
歌
が
楽
し
か
っ

た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
方
が
サ
ー
ク
ル
に

入
ろ
う
か
な
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
」

「
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
よ
か
っ
た
で
す
。

楽
し
か
っ
た
。
初
め
て
の
参
加
で
し
た

が
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
が
や
さ
し
く
、

温
か
い
も
の
を
感
じ
、
嬉
し
か
っ
た
」
な

ど
好
評
で
し
た
。

　
来
年
度
も
支
部
の
多
く
の
方
が
集
ま
る

催
し
と
し
て
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い

で
す�

（
小
森
）

天
候
に
恵
ま
れ�

　

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク�

�

向
陽
西
向
日
支
部

　
３
月
27
日
（
金
）
13
時
30
分
か
ら
15
時

ま
で
、
西
向
日
公
園
で
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
公
園
の
桜
は
ち
ら

ほ
ら
咲
き
で
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
事
前
に
案
内
チ
ラ
シ
を
周
辺
に
２
０
０

枚
配
り
、
チ
ラ
シ
を
も
っ
て
参
加
さ
れ
た

方
も
い
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
体
組
成
・
骨
密
度
・

握
力
・
血
圧
で
、
最
後
に
看
護
師
に
よ
る

結
果
説
明
で
し
た
。
14
人
の
参
加
で
、
骨

密
度
で
は
平
均
的
な
D
判
定
が
多
く
、
筋

力
を
反
映
す
る
握
力
で
は
、
平
均
よ
り
低

い
方
が
多
め
で
し
た
。

　

日
頃
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
て

も
、
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
ま
た
違
っ
た

気
付
き
が
得
ら
れ
る
機
会
を
、
多
く
の
人

に
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
髙
木
）

母
親
の
認
知
症�
�

向
陽
東
向
日
支
部

　
３
月
28
日
（
土
）「
春
の
つ
ど
い
」
が

医
誠
会
診
療
所
の
２
階
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
14
人
が
参
加
し
、
佐
藤
理
事
長
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
と
し
て
、
私
、
新
堀
悟
史
が

「
母
親
の
認
知
症
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
母
は
、
大
正
14

年
生
ま
れ
で
、
2
0
1
2
年
87
才
の
時
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
か
か
り
、

2
0
2
1
年
96
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

母
親
の
認
知
症
の
様
子
と
私
の
対
応
に
つ

い
て
と
、
2
0
1
5
年
90
才
に
自
宅
で
転

倒
し
、
大
腿
部
複
雑
骨
折
を
し
、
介
護
認

定
の
申
請
を
行
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ

ん
は
じ
め
い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ

た
内
容
に
つ
い
て
を
、
わ
か
り
や
す
く
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
２
回
受
講
し
て

お
り
、
母
に
寄
り
添
え
る
事
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
介
護
の
経
験
の
お
話
を
聞
き
交
流
す

る
事
が
で
き
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
新
堀
）

桜
の
花
見
会�

�

５
向
支
部

　
3
月
29
日　
大
極
殿
で
の
11
時
か
ら
恒

例
の
「
桜
の
花
見
会
」
を
し
ま
し
た
。
20

名
参
加
で
春
の
歌
「
春
が
来
た
」「
春
の

小
川
」「
隅
田
川
」
な
ど
15
曲
ほ
ど
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
歌
い
ま
し
た
。

　
美
味
し
い
弁
当
を
食
べ
、
何
人
か
の
ス

ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
あ
と
、
作
っ
て
お
い
た

「
あ
み
だ
く
じ
」
を
引
い
て
「
景
品
の
イ

チ
ゴ
」
を
当
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
来

年
も
元
気
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
と
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。�

（
宇
野
）

よ
う
こ
そ
医
療
生
協
へ
、
２
向
支
部
へ
！�

組
合
員
さ
ん
、
集
合
！�

�

２
向
支
部

　
２
月
21
日
（
土
）
に
乙
訓
医
療
生
協
２

階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
参
加
は
16
人
で
し楽しく学んで交流

元気に歩く参加者「春のつどい」新堀さんの体験をきく

大正琴サークル発表

家族づれで参加

満開の大極殿でお花見
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健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加
さ
れ
た
人
た

ち
の
声
が
の
っ
て
い
た
。
９
コ
ー
ス
の
中

で
も
運
動
が
多
く
、
運
動
と
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
や
り
方
が
あ
っ
て
と
て
も
参
考

に
な
り
楽
し
く
読
み
ま
し
た
。

（
向
日
市
・
寺
戸
町　
上
田
禧
子
）

◇

　
「
気
軽
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」
を
読

ん
で
高
齢
の
女
性
の
方
の
健
康
の
取
り
組

み
に
感
動
し
ま
し
た
。
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

９
コ
ー
ス
の
な
に
が
し
か
取
り
組
み
を
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
向
日
市
・
寺
戸
町　
清
水
孝
子
）

◇

　
今
回
の
川
柳
の
お
題
（
お
金
）
の
受
賞

さ
れ
た
方
々
の
川
柳
に　
ウ
ン
ウ
ン
と
私

も
納
得
、
同
感
し
て
い
ま
す
。

　
お
米
も
下
が
ら
な
い
し
、
ほ
ん
と
毎
日

買
い
物
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
！

（
西
京
区
・
大
原
野　
立
川
規
子
）

◇

　
私
の
工
夫
。
台
所
に
ガ
ム
テ
ー
プ
と
セ

ロ
テ
ー
プ
を
置
い
て
い
ま
す
。
目
に
つ
く

パ
ン
く
ず
や
小
さ
な
ご
み
を
ガ
ム
テ
ー
プ

で
と
り
ま
す
。
又
、
菓
子
箱
や
大
き
め
の

袋
な
ど
た
た
ん
だ
り
丸
め
て
セ
ロ
テ
ー
プ

で
く
る
く
る
ま
い
て
小
さ
く
し
て
ゴ
ミ
箱

へ
。
ご
み
減
量（
か
さ
を
小
さ
く
）に
な
り

ま
す
。（
長
岡
京
市
・
今
里　
髙
田
夏
江
）

◇

　
山
西
卓
所
長
、
７
年
間
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
最
中
は
お
一
人
で
孤
軍
奮
闘
働
い
て
お

ら
れ
、
い
つ
か
倒
れ
な
い
か
と
心
配
し
て

お
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
も
穏
や
か
で
優

し
い
物
言
い
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ど
う

ぞ
御
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
向
日
市
・
森
本
町　
浦
上
代
志
子
）

◇

　

山
西
先
生
が
医
誠
会
に
来
ら
れ
て
か

ら
、
ず
っ
と
診
て
貰
っ
て
い
ま
し
た
。
お

話
が
腑
に
落
ち
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
は

何
で
も
相
談
し
ま
し
た
。
新
し
い
職
場
で

も
医
療
の
為
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
向
日
市
・
寺
戸
町　
住
田
珠
江
）

◇

　
山
西
先
生
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ず
っ
と
診
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

医療福祉生協の

すこしお
レシピ

① ② 　  G ③ 　 ④

⑤ A ⑥  E  　　

⑦ C ⑧ 　 　 　

⑨ 　 ⑩ 　  F ⑪ 　

⑫ D ⑬ 　 ⑭ ⑮

⑯ 　 H ⑰ 　  　 　 B

宛
先

〒617-0002　向日市寺戸町殿長37
乙訓医療生協「青い空」編集委員会　FAX：075-921-0667
メール：info@otokuni-hcoop.com

クロスワードパズル
 の８文字でひとつの言葉を作って

ください。答えをハガキ・FAX・メ
ール等で送ってください。正解者の
なかから抽選で５人の方に図書カー
ド（500円）をプレゼントします。住
所、氏名をお忘れなく。余白には『青
い空』の感想や意見など、何でも結構
ですので書いて送ってください。紙
面の都合で一部編集させていただく
場合があります。

締め切り　５月末日
　前回の答え「ブッカオサゲテ」
　  当選者　 （福田さん  松村さん

堀内さん  清水さん  藤戸さん）

〈タテのカギ〉
①風を切ったり、凝ったり、落としたり
②いたち科の最高級の毛皮のコート
③イタリアものはピッツァ
④明るさの国際単位
⑥墨を水ですって使う書道の道具
⑧陸地に海が入りこんだ小さな湾
⑨奈良県の古都、石舞台などで有名
⑪春になると南国からやってくる渡り鳥
⑬○○草、○○しるべ、○○の駅
⑮スニーカー、ブーツ、サンダルもこれの一種

〈ヨコのカギ〉
①人口や建物が度を越して集中していること
③経口避妊薬
⑤焼肉で牛の舌部分
⑥中国の伝説上の神獣で、南方を守護するとい
われる鳥

⑦問題を出し、相手に答えさせる遊び。３択○
○○、早押し○○○

⑩預貯金の利息の割合
⑫墨一色で描かれた絵画
⑭夢を食べるといわれる動物
⑯乗り物を使わず自分の足で歩くこと
⑰人が身を滅ぼすこと。破れ滅びること

〈作り方〉
① フライパンにオリーブオイルを熱し鶏肉の皮目を下にして並べ、両面
をこんがりと焼く

② フライパンの余分な油をふき取り、【A】を混ぜ合わせ加え、鶏肉を返
しながら中火で煮からめる

③ さつま芋を皮ごと１ｃｍの厚さに輪切りにして水にさらす
④ 耐熱皿に並べひたひたに水を注いで電子レンジで4分加熱する
⑤ 鶏肉は食べやすく切って皿に盛り、粗びきコショウをきつめにふる
⑥ さつま芋とレモンを添える塩分0.17g

はちみつとマスタードの鶏照り焼き

単調になりがちな減塩食ですが、
メインは鶏肉をつかいカロリー低めの照り焼きは、

はちみつマスタードに黒コショウで
パンチを効かせています。

材
料
（
１
人
分
）

鶏もも肉…………………… １枚（200ｇ）
オリーブオイル………………… 大さじ１
粗びき黒コショウ・レモン………… 適量
さつま芋…………………………… 100ｇ
　　 しょうゆ ………………… 小さじ１

【A】  はちみつ ………………… 小さじ１　　 粒マスタード ………… 小さじ1/2
　　 水 ………………………… 大さじ３

乙
訓
医
療
生
協

こ
れ
か
ら
の
予
定

●
６
月
21
日
（
日
）

第
47
回
通
常
総
代
会

の
に
と
て
も
残
念
で
す
。
ど
う
ぞ
お
元
気

で
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
向
日
市
・
森
本
町　
由
良
緑
）

◇

　

医
誠
会
の
配
食
弁
当
を
と
っ
て
い
ま

す
。
月
曜
か
ら
金
曜
の
お
昼
、
ほ
か
ほ
か

お
弁
当
が
届
き
ま
す
。
お
か
ず
も
揚
げ
物

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
高
齢

者
も
食
べ
易
い
よ
う
に
固
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
初
め
は
「
味
が
薄
い
な
ぁ
」
と
思
っ
た

の
で
す
が
ス
ー
パ
ー
の
味
が
濃
す
ぎ
る
ん

だ
と
気
が
つ
き
、
こ
れ
が
本
来
の
味
な
ん

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ん
か

け
や
酸
味
で
工
夫
さ
れ
し
っ
か
り
味
も
し

み
て
い
ま
す
。
ち
ら
し
寿
司
や
エ
ビ
天
の

日
は
晴
れ
の
日
で
す
。

（
向
日
市
・
森
本
町　
清
原
巳
治
）

◇

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
図

書
カ
ー
ド
で
す
が
、
乙
訓
の
文
化
度
が
低

下
し
て
い
る
の
か
近
辺
に
本
屋
さ
ん
が
減

っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
の
方
は
、
図
書
カ
ー
ド
が
使
い
に

く
い
状
況
だ
と
お
も
い
ま
す
。
同
じ
金
額

な
ら
Q
U
O
カ
ー
ド
に
変
更
で
き
ま
せ
ん

か
？
Q
U
O
カ
ー
ド
な
ら
、
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
店
で
使
え
る
の
で
便
利
で
す
。

（
向
日
市
・
上
植
野
町　
星
野
泰
享
）

ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る

　
　
　
　

理
学
療
法
士
に

職員プロフィール

理学療法士

中川 理恵さん

　
２
月
半
ば
か
ら
、
理
学
療
法
士
と
し
て

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
医

誠
会
の
事
務
職
員
を
し
て
い
る
知
人
か
ら

紹
介
さ
れ
て
、
入
職
に
至
り
ま
し
た
。

　
三
重
県
出
身
で
、
実
家
は
曾
祖
父
も
含

め
た
大
家
族
。
家
族
を
自
宅
で
看
取
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
介
護
を
し
て
い
て
、

本
人
や
家
族
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
あ
れ
ば

と
思
う
こ
と
も
多
く
、
そ
う
し
た
経
験
か

ら
学
生
時
代
、
理
学
療
法
士
と
い
う
存
在

を
知
り
、め
ざ
そ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

訪
問
先
へ
は
、
自
転
車
で
出
向
き
ま

す
。
道
も
だ
ん
だ
ん
覚
え
て
き
ま
し
た
。

「
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
何
が
必

要
か
は
、
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
そ
の

方
の
暮
ら
し
全
体
を
見
て
、
お
声
か
け
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
。
ま
ず
は
自
分
が
関

わ
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
と
、
誠
実
に
向

き
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（

多
田
）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ G H

訃　報
　2026年４月３日早朝、鈴木堂司さん
が逝去されました。鈴木さんは、2019
年６月に理事に就任され、『青い空』編
集委員長、組合員活動委員会委員長と
してご活躍されました。すい臓がんを

抱えながら、乙訓医療生協はじめ地域の活動に積極的
に参加され、多くの人々に勇気を与えていただきました。
謹んでご冥福をお祈りします。

地域まるごと健康まつりで
カメラを向ける鈴木さん
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向
日
市
子
ど
も
家
庭
課
の
委
託
を
受

け
た
無
料
学
習
支
援
は
大
学
生
や
大
学

院
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
り
、
軽

食
を
食
べ
な
が
ら
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
一
緒
に
考
え
勉
強
し
て
い
ま
す
。
毎

月
第
３
土
曜
日
に
は
「
み
ん
な
の
食
堂

か
む
は
ぴ
」
が
開
か
れ
30
人
く
ら
い
の

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
が
本
堂
に
集
ま

り
ご
は
ん
を
食
べ
ま
す
。
物
価
高
の
折

で
す
が
家
族
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
う

安
心
安
全
な
も
の
を
、
を
モ
ッ
ト
ー
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
で
食
べ

る
と
お
い
し
い
ね
」
の
声
が
い
ち
ば
ん

の
励
み
で
す
。

こ
の
夏
休
み
に
は
西
山
高
校
で
も
こ

ど
も
食
堂
を
開
く
予
定
で
す
。
生
徒
た

ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
ま

す
。「
し
ん
ど
い
」
と
い
え
た
ら
随
分

楽
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
場

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�（
清
原
）

福井 ともみさん（61）
6 向支部

こんな場合にはご連絡ください ＊‌�転居した、電話番号を変更した、同居家族が変わった時
＊‌�組合員証を紛失してしまった時　＊退会される時

乙訓医療生活協同組合
発行責任者

上西 良太

〒617 - 0002
  京都府向日市寺戸町殿長37番地 TEL・FAX 075（921）0667

し
ん
ど
い
時
に

「
し
ん
ど
い
」と
言
え
る
場
を

と
も
み
さ
ん
が
仲
間
た
ち
と
「
み
ん

な
お
い
で
よ
、
み
ん
な
で
幸
せ
つ
く
ろ

う
よ
」と
呼
び
か
け
2
0
1
8
年
に
立

ち
上
げ
た
の
が
「
か
む
は
ぴ
」
で
す
。

2
0
2
3
年
に
は
一
般
社
団
法
人
に

し
ま
し
た
。

「
か
む
は
ぴ
」
は
学
校
に
行
き
づ
ら

い
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
そ

し
て
そ
の
親
た
ち
の
交
流
の
場
「
つ
な

が
ろ
う
C
A
F
E
」
や
無
料
の
学
習

支
援
、「
み
ん
な
の
食
堂
か
む
は
ぴ
」、

「
来
迎
寺
マ
ル
シ
ェ
」「
か
む
は
ぴ
フ
ァ

ー
ム
」
等
々
向
日
市
の
当
該
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
、
八
面

六
臂
の
活
躍
ぶ
り
で
す
。

西
大
路
八
条
の
お
寺
さ
ん
に
生
ま

れ
、
の
ち
の
ち
に
は
祖
父
が
住
職
を
務

め
る
向
日
市
の
来
迎
寺
を
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
仏
教
関

係
の
勉
強
も
し
ま
し
た
が
、
お
坊
さ
ん

で
な
く
教
師
に
な
り
た
か
っ
た
そ
う
で

す
。
卒
業
し
て
し
ば
ら
く
は
看
護
学
校

の
講
師
を
し
ま
し
た
が
、
住
職
の
要
請

で
来
迎
寺
に
入
り
ま
し
た
。

と
も
み
さ
ん
は
お
寺
の
あ
り
方
に
つ

い
て
常
々
考
え
て
い
て
、
現
在
の
お
寺

が
葬
式
と
法
要
の
た
め
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
て
、
墓
じ
ま
い
を
し
た
り

S
N
S
で
安
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
済
ま

せ
た
り
と
寺
離
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

元
々
お
寺
は
地
域
の
中
心
と
な
り
も

め
ご
と
を
裁
い
た
り
、
寺
子
屋
を
し
た

り
と
尊
敬
さ
れ
頼
ら
れ
る
存
在
で
し

た
。
お
寺
を
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
集
ま

っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
代
住
職
の
強

い
思
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

学
校
へ
行
き
づ
ら
い
子
ど
も

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
ら
が
安
心
し
て
ほ
っ
と
で

き
る
居
場
所
を
つ
く
る
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
兄
が
ダ

ウ
ン
症
で
き
ょ
う
だ
い
も
か
ら

か
わ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
こ
の
活
動

の
下
地
に
な
っ
た
の
か
も
。

　
こ
の
度
、
３
月
末

を
持
っ
て
退
職
す
る

運
び
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
さ

ま
へ
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
13
年
10

月
よ
り
法
人
本
部
組
織
担
当
と
な

り
、
同
時
に
『
青
い
空
』
編
集
担
当

と
な
り
、
す
ぐ
に
30
周
年
記
念
誌

「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

さ
さ
え
あ
い
」

の
発
行
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
12
年
半
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
組
合

員
の
皆
さ
ま
と
、
支
え
て
く
れ
た
職

員
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
思
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、
密
で

あ
る
べ
き
組
合
員
活
動
に
制
限
が
か

か
り
、
わ
た
し
自
身
も
将
来
や
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
自
身
を
研
鑽
す
る
機
会
と
と
ら

え
、
国
家
資
格
取
得
を
機
会
に
乙
訓

医
療
生
協
と
は
ま
た
違
う
道
を
歩
む

決
断
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
今
後

は
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
社
会
貢

献
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ま
の
助

け
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
水
野
）

編
集

雑
感

組合員総数 6,050人
出資金総額 185,184千円
 （2026年 4 月１日現在）


